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1.はじめに

九州と台湾との間に北東から南西へ約1,200㎞にわ

たって弧状に連なる島々が南西諸島である.最近南西

諸島の背弧海盆すなわち沖縄トラフでは地球科学的諸

調査が進められトラフの拡大の議論や海底熱水活動の

発見だとのニュｰスが関連学会･報道関係を賑わしてい

る.

地質調査所では1982年以来南西諸島西方の沖縄トラ

フ中軸部から東海陸棚までの海域にかけて空中磁気探査

を実施している来.

探査の目的は石油･天然ガス資源を胚胎する堆積盆

の分布･規模の調査及び当該海域の海底地下構造を明ら

かにすることにある･探査は89年度まで継続の予定で

あるが過去5ケ年にわたって取得されたデｰタによっ

て沖縄トラフ中軸部から東海陸棚までの広域的た空中磁

気図の編集も可能とたった･そこで82年以来の全デｰ

タを編集し国際標準地球磁場(IGRF:Intemationalgeo一

皿agneticreference丘e1d)からのずれを示すIGRF残差

空中磁気図を作成した･その結果東海陸棚から沖縄

トラフ海域にかけて当該海域の海底地下構造を考える

*工業技術院特別研究r空中磁気探査による沖縄周辺海域の海

底地下構造に関する研究｣(1982-84)

同r空中磁気探査による大陸縁辺の海底地下構造の研究｣

(1985一)

上で興味深い磁気異常の分布が認められた.この結果

は海底地形のデｰタも併せたコンピュｰタグラフィ

クスの利用による立体的表示によってさらに明確になっ

た.小論では空中磁気探査の概要と磁気異常分布の特

徴について述べる.

2.南西諸島西方海域

東海陸棚海域はEMERYeta1.(1969)の先駆的た海

洋調査以来石油･天然ガス資源賦存の有望地域と判断

され石油関連企業及び機関によって調査が次ぎれてき

た､

沖縄トラフは幅が約100㎞長さが1,000㎞を越え

る細長い窪地であり水深は南に向かって深くだり,最

深部では2,000mを超える｡本海域はその成因がプ

レｰトテクトニクス理論の展開に伴った背弧海盆の拡大

によるものとの議論があり(例えばHERMANeta1.,1979)

それを支持する地磁気縞模様の認定とトラフの拡大遼度

の推定などもたされた(木村はヵ㍉1985).しかし地磁気

縞模様と認定された磁気異常に関してはシｰビｰムに

よる詳細な海底地形の調査により磁気異常がその走向

方向(ENE-WSW)に沿って連続する海丘列に伴って分布

することが明らかとたった(春日ほか,1986).またリ

ソスフェア探査開発計画(DELP)による地球科学的た各

種調査も行われた(JAPANEsEDELPREsEARcHGROUP

写真1上空より見る南西諸島(慶良間諸島).
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ONBACK-ARCBASINS,1986).これと関連して沖縄

島北方約50㎞の伊平屋凹地では海底調査船｢しんか

い2000｣による潜水調査が行われ海底熱水活動が認め

られている(山野はヵ㍉1986).この結果は最近注目を

浴びている海底熱水鉱床の存在を期待させるものであり

今後の詳細た調査が待たれる.

以上のように本海域は背弧テクトニクスといった学

問的分野のみたらず石油･天然ガス及び金属等の資源

分野においても非常に興味深いフィｰルドである｡し

かしたがら本海域は辺境に位置Lた広大な海域である

ため従来より十分た調査が行われて来なかった･ま

た調査活動が進行しつつある現在も海底地下構造を詳

細に把握するには十分なデｰタが集積されたとは言い難

い｡このような状況の中で地質調査所は1982年以来

本海域において空中磁気探査を実施Lてきている.空

中磁気探査は短時間で広範囲の地域を調査できるという

特徴を有しておりその特徴を有効に生かして調査を進

めている.その成果は82-84年度分に関しては既に

r1/20万分の1空中磁気図｣として出版されており(中

塚ほか,1984;大熊ほか,1985)85年度以降のデｰタに関

しても今後公表の予定である･

3.空中磁気探査の原理

磁気コンパスの磁針が北を指す事実に示されるように

地球上には地磁気(地球磁場)の存在が良く知られてい

る.地球内部(主に核内)に起因する地磁気分布の大局

的傾向は国際地球電磁気学会(IAGA)において採択さ
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第3図空中磁気探査の

概念図.

れた地球磁場モデル国際標準地球磁場(IGRF)によっ

て表される･しかし地殻の磁気的性質は不均質であ

る場合が多くこのため地磁気は局所的に乱されIGRF

との差すなわちr磁気異常｣を生ずる(第1図参照).

地殻の磁気的不均質性はこれを構成する岩石のそれに

起因する.岩石の磁性は誘導磁化と残留磁化とに分

けられ誘導磁化に影響を与える岩石の磁化率は一般

に火成岩の方が堆積岩よりも大きく塩基性岩の方が酸

性岩よりも大きい(第2図).残留磁化も大局的には

誘導磁化と同様の傾向を示す.以上の差異はより微

視的には岩石申の鉄の酸化鉱物(マグネタイトチタノ

マグネタイト等)や硫化鉱物(ピロタィト)の含有量の差

に基づく.

磁気探査とは地磁気(多くの場合は全磁力)の変動を

空間的に観測し磁気異常を見いだしこれを解析するこ

とによって地下構造を推定する探査法である･空中磁

気探査とは磁力計や電波航法装置等の観測機器を航空

機に搭載し地磁気の観測を空中において行うものであ

る･この時地上には定点磁力計を設置し空中と同

時に地磁気の時間的変動を観測する･このデｰタを機

上観測デｰタから差し引くことにより観測値を空間的

変動分のみのデｰタとしこれによって｢空中磁気図

(磁気異常図)｣を作成する.空中磁気図にまとめられた

デｰタは各種の地質構造モデルと比較しながらコン

ピュｰタを用いた解析を行い最適た地下構造を推定す

写真2探査機内の風景.探査時はパイ日ツトコパイロット兼

ナビゲｰタオペレｰタ及びその他1名の4人乗りである.

写真3定点観測用磁力計.人工的ノイズの影

響から逃れるため人里離れた地点に設置さ

れる.
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第1表

南西諸島西方海域における空中磁気探査(1982-1986)の概要

期問

探査区域

使用航空機

作業飛行時間

飛行高度

測線延長

主測線方向･間隔

航法

航跡標定

飛行基地

日変化測定定点

使用機材

1982～1986年,5ケ年,延76目(現地作業:空輸日～空輸日)

内訳19828.5～8.21

19836.30～7.20

19847.1～7.13

198511.1～11.12

198612.3～12.15

:17日間

:21日間

:13日間

112日間

:13日間

計76日間

第4図参照

JA5264(1982～1983年),JA5267(1984～1986年)

計142時間50分

1,500フィｰトA.S.L｡(abovesea1eve1:海抜)

約20,400km(探査面積:約96,OOOkm2)

NW-SE･5km

ロランC円航法,

ドップラｰ航法

ロランC円航法デｰタ及び陸域の対地峡嬢(ビデオ)

那覇国際空港(1982～1985年),宮古空港(1986年)

沖縄県国頭郡今帰仁村諸志(1982～1985年)

沖縄県宮古郡下地町字与那覇914番地(1986年)

米GeoMetrics社製G804型ブロトソ磁力計(1982年)

米EG&GGeoMetrics社製G813型プ目トン磁力計(1983～1986年)

米GeoMetrics社製G704型デｰタ収録装置(1982～1983年)

丸文㈱製82100/83100/83200型収録装置(i984～1986年)

丸文㈱製M8002型セシウム磁力計その他

る.この結果は金属鉱床探査に用いられたり磁気

基盤深度分布を求めて堆積層厚の推定を行い石油･天

然ガス資源賦存可能性調査に利用される(第3図参照).

また最近では岩石がキュリｰ温度で磁性を失うことか

ら磁性岩体の底部深度を磁気異常の解析によって求め

ることによりキュリｰ等温面(岩石が高温によって磁性

を失う地下の熱構造面)を求める試みもたされている(大'

久保,1984)｡

4.探査概要

第1表に地質調査所が1982年以来南西諸島西方海域

で行ってきている空中磁気探査の概要を示す･探査概

要について述べる.

探査は1982-86年の5ケ年の延べ76日間にわたり

1987年12月号

第4図の範囲において地質調査所におけるハｰドウェ

アシステム(中塚,1984a)を用いて行なった.探査面

積は約96,000㎞2側線延長は約20,400㎞に及んだ.

プロトン磁力計･電波航法装置等をセスナ404型機に搭

載し約5㎞間隔でNW-SE方向に設定された主測線

とこれに直交する方向に設定された交差測線を飛行高

度1,500フィｰトでロランC円航法及びドップラｰ航法

によって測定飛行した(第5図)｡ただし85-86年度

の南東方の海域においては正規の探査範囲の往復の途

上においても観測を行ったものであり現段階ではこの

範囲において主測線間隔は約15㎞と粗い.

飛行基地としては那覇国際空港(1982-85)宮古空港

(1986)を使用Lた､また沖縄県国頭郡今帰仁村(19

82-85)及び宮古郡下地町(1986)に地磁気日変化観測定

点を設け探査期間の経時変化を観測した･探査飛行�
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第4図空中磁気探

査の範囲.

A:トカラ海

峡B1慶長

問海裂一点

鎖線のa-a',

b-b',c-c'及び

d-d'は各カ

第11図の断面

の位置を示す

124E1261…

､28E130星

�〰㈰に�

に当たってはロランC円航法システムの位置誤差確認

のため探査区域の往復時に伊平屋島(1982)渡嘉敷

島(1983-85)及び宮古島(1986)において対地ビデオ

装置による対地撮影を行った.

各種のデｰタは現地においてデｰタの正常な記録の

確認を行いさらに現地版の磁気図を作成することによ

って各デｰタの質のチェックも行う(第6図).現地よ

り持ち帰ったデｰタは地質調査所におけるデｰタ処理

システム(中塚,1984b)によって処理され空中磁気図

が作成される.

5｡磁気異常の分布

5一亙概要

82年度から86年度までの全デｰタを用いてIGRF残差

磁気異常図を作成した(口絵2参照)｡投影法はラン

ベルト正角円錐図法を用いた.磁気異常の概要につい

て述べる.

東海陸棚内部においては顕著な磁気異常が少なく

NE-SW方向に低磁気異常が伸長して分布する･そ

の西方(大陸側)では波長約30㎞･振幅約200nT程度

の磁気異常が複数分布しており中央部とは異なった様

相を示す.

東海陸棚外縁部においては波長10㎞･振幅300nT

程度の磁気異常が多数分布する｡これらの磁気異常は

概してENE-WSWの方向に規制された分布を示すが全

体としてはNE-SW方向に幅約80㎞程度の磁気異常帯

を形成Lている･ただしこの異常帯の南西方への連

地質ニュｰス400号�
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第5図測線図

(1982-86年)

�
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伀
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一

ド

続性については当該範囲の主測線間隔が

約15㎞と粗いため断定はできない･今

後の探査結果を待つ必要がある.

沖縄トラフにおいては長波長･低振幅

の磁気異常が卓越して分布するが伊平屋

島北西方の伊平屋凹地では波長5-1O㎞･

振幅400-700nTのダイポｰル型の磁気異常

がENE-WSW方向に連続して分布する.

その他のトラフ各部においては側線間隔

が15㎞と粗くあるいは探査域端部に当た

るため詳細は今後の探査結果を待つ必要

がある.

以上の磁気異常は大局的には探査海域

の地質構造(天然ガス鉱業会･大陸棚石油開発

協会,1982)の伸長方向に沿うようにNE-

SW･の方向性を有し帯状に分布する.

1987年12月号

写真4那覇国際空港.

1982-85年まで探査基地を置いた.�
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._.一.(機上).一......､.....､..一....､､､一......一..............､..一........､..

;ロランC円航法機上用1

1航法装置プロトン磁力計=

1ドップラｰ1

;レｰダｰ機上用デｰタディジタル;

:航法装置収録装置カセットテｰプ…

1気圧高度計≡

1ビデオカメラビデオカセットビデオカセット1

;(対地峡鰻撮影)レコｰダｰテｰプ=

第6図空中磁気探査の流れ図(現地調査).

r一_(地上,地磁気日変化観測定点)一r

��

�

1定点観測用1

1セシウム磁力計i

�

�

�

1定点観痴用1

1デｰタ集録装置i

L_______________________｣

r_(現地事務所)

1デｰタ検査用

1コンビュ_夕

1ビデオ再生装置

｣_______________｣

これらの磁気異常は分布形態の特徴より長波長･低振

幅の異常が卓越する東海陸棚内の異常帯短一中波長･

高振幅の異常が卓越する東海陸棚外縁部付近の異常帯

長波長･低振幅の異常が卓越する沖縄トラフ中軸部一面

翼の異常帯及び短波長･高振幅の異常が卓越して分布す

るトラフ中軸部一東翼の異常帯に分類できる.

5-2特徴

写真5探査飛行前の機材調整.飛行中に調整できな

い部分は念入りに検査される.

写真6w探査機より見た久米島.

を見ることはなかった.

この後探査を終えて戻るまで島影
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第7図空中磁気図より推定される磁気異常の断裂帯.a:磁気異常の断裂帯

コンタｰ間隔:25nT〔大熊･中塚(1987)による〕

b:高磁気異常帯

､000m

ガ

大熊･中塚(1987)は84年と85年の探査区域の境界

付近にNE-SW方向に伸長して分布する概略の磁気異

常帯と交差して磁気異常の断裂帯の存在を推定Lた

(第7図).これによれば断裂帯は東海陸棚内から陸

棚外縁部を経て南下し沖縄トラフ内に･伸長する高磁気異

常帯を介して慶長問海裂に連なる.東海陸棚におい

ては断裂帯を境界としてNE-SW方向に伸びる低磁

気異常帯が約50㎞の左横ずれ配置をとる.慶良間海

裂は中部琉球と西南琉球を分ける地形的た凹地でその

南北において地質構造の左横ずれが指摘されている(小

西,1965)

一方陸棚外縁部の赤尾興付近では前述の磁気異常

の断裂帯境界で見られたようた波長30㎞･振幅1250-

1987年12月号

350nTの顕著た一連の磁気異常がNW-SE方向に分布

する.この方向に沿って東海陸棚内部では高磁気異

常が南東方に張り出して分布しており左横ずれ配置が推

定される･本海域は主測線間隔が約15㎞と粗い範

囲ではあるが磁気異常の特徴が比較的長波長であるた

め今後の探査結果においても本質的た変更はたいと思

われる.したがって仮にこの磁気異常が事実であれ

ば再び磁気異常の断裂帯が推定される｡

興味深いことにこの断裂帯の南東方の延長都は沖

縄トラフにおいては宮古海山西南琉球弧では宮古鞍部

に至る.さらに西南琉球の前弧側では水深2000-4000

mの範囲に発達する深海平担面が部分的に剥削された部

分(凹地)に至る(口絵3参照).このようた海底地形は�
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慶良間海裂の海溝側の延長部においても認められる.

慶良間海裂及び宮古鞍部の海溝側への延長部で境された

深海平坦面は琉球層群(第2表)が厚く堆積しており

海溝斜面縁の隆起帯にトラップされた向斜域とたってい

る(本座,1977)｡地震活動の面からみると当該海域は

浅発地震の震源空白域として知られており(KATUMATA

andSYKES,1969;木村ほか1983)南北の海域とはseis･

micityが明らかに異なる(第8図).

一方慶良間海裂の背弧側延長では27.N･126.Eに

おいて1923年4月23日にM7.2深度10㎞の大地震が

発生している･また宮古鞍部の背弧側延長部では

沖縄トラフから東海陸棚斜面にかけて震源が連続してい

る･したがって海底地形の南北の境界である慶良間

海裂及び宮古鞍部の背弧･前弧側延長部において地震学

的た境界が推定される.

ここで磁気異常から推定される断裂帯と地形から推

定される構造線を同一の場で論じるのはやや強引と思わ

れるが地形が磁性の強い岩石から構成される場合にお

いては磁気異常と地形は強い相関関係を示す.例え

ほ磁気異常から地形を構成する岩石の巨視的た磁化方向

を推定する試みもなされている(大熊･須藤,1987).た

だし磁性の強い岩石からたる地質構造であっても地下

深部に埋没しては観測面との距離が離れ過ぎて磁気異常

として認められたい場合がある.琉球弧においても新

第三紀以降の堆積層が著しく厚いため(第9図)明らか

な磁気異常として検出されたい可能性がある.

第2表

年前

20万

30万

100万

2qO万

500万

1000万

5000万

1億

2億

中･南西琉球弧層序対比表〔氏家(1985)による〕

丁��商琉球弧�沖縄本島�奄美犬島�海底

��段丘構成層�段丘構成層�段丘構成層�

����

第�����

��琉球層群�琉球層群�琉球層群�

四�更新世����

����

����

紀�����

���島尻層群��

鮮新世�����C

新�����

���(豊見城累層)��

第�����

�後期����

]一一�����

中新世�����D

紀�中期����

�前期�八重山層群���

����

漸新世�����

古��野底幡���

第�後期��嘉陽層�和野層�

一一一�始新世��?��

紀����?�

暁新世�����E

����

�後期���?�

��室崎層�名護層�大勝層名瀬層�

白亜紀���?�?�

�前期��?一�?�

���本部層X�湯湾層�

ジュラ紀���?�･?�

���

���今帰1仁層��

三畳�紀��?��

���

��トムル層�X��

ペルム紀��?���

石炭�紀����

筍.磁気異常と地質構造

大熊ほか(1984)大熊･中塚(1985.1986)及び大熊ほ

か(1987)は本海域の磁気異常の定量解析(磁気基盤深度

解析)結果について報告Lている.これらによると東

海陸棚内の磁気異常帯においては海面下3-7㎞程度の

磁気基盤の沈降が解析され相対的に堆積層の発達が推

定される.このことから本区域は陸棚内の堆積盆(東

海堆積盆及び尖閣堆積盆)分布海域に相当すると判断され

る.東海陸棚外縁部の磁気異常帯においては海面下

1-2㎞程度の磁気基盤の隆起が解析される.

この結果は音波探査の調査結果(EMERYeta1.,1969;

WAGEMANeta1.,1970)及び反射法地震探査の調査結果

(相場･関谷1979)等と整合的であることから五島隆

起帯や尖閣隆起帯と呼ばれる陸棚外縁隆起帯に対応する

ものであると判断される｡外縁隆起帯の陸域としては

尖閣諸島がある.尖閣諸島においては角閃石閃緑岩

質野岩の貫入岩体が分布したり(魚釣島南小島)普通

輝石かんらん石玄武岩よりなる火山島(黄尾喚)が存在す

る(松本･辻,1973;松本･野原,1974).3章で述べたよ

うに玄武岩や一部の閃緑岩は高磁性を示すためこれら

の地質が磁気異常をもたらす主た原因と推定される.

沖縄トラフの磁気異常帯においては磁気基盤深度が

5-8㎞と解析され厚い堆積層の発達が推定される.

堆積の場の中心はトラフ西部の陸棚斜面脚部付近と解析

されるがこの結果も反射法地震探査の調査結果(相場

･関谷,1979)と整合的である.

一方沖縄島北西の伊平屋凹地においてはENE-

WSWに連続して分布する短波長･大振幅の磁気異常か

ら海底面あるいは薄層に被覆され海底面近傍に位置す

る磁性岩体が解析されている.これらはトカラ火山

列の火山岩に対応するものと推定される･この海域で

はDELPにより詳細た調査が行われ凹地の中軸に幅

地質ニュｰス400号�
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第8図南西諸島西

方海域の震源

分布.〔石川

(1986)に一

部加筆〕

富古島沖ポｰリング

乗

�
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第9図琉球外帯堆積盆における試錐例.

縦軸は音波の往復走時(単位1秒).〔円谷･佐藤(1985)に一部加筆〕

1987年12月号�
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第10図伊屋凹地東部の海底地質図.

1:玄武岩2:フェルシック

ｰ中性火山岩3:未区分火

山岩体4:堆積物5:諸機

関による岩石採取地点61

断層

〔KIMURAeta1.(1986)に

よる〕

3㎞･長さ30㎞ユほどの海嶺が発見された(KIMURAet

a1.,1986)･この海嶺からはかんらん石普通輝石玄武

岩倉かんらん石普通輝石玄武岩等が採取され化学分

析の結果それらが島弧に特徴的な高アルミナ玄武岩で

あることが分かった(第10図)｡またK-Ar年代測定法

によればこの岩石は0.42±0.19Maより若いとされ

玄武岩よりたる海嶺が正帯磁しているとすれば磁気異常

を説明できることが分かった･この海域においてはさ

らに詳しい調査が行われ磁気異常と海嶺の分布との対

応がより明確とたった(春日ほか.1986)｡

中井ほか(1985)は1982-84年の空中磁気探査デｰタ

の定量解析の結果からNW-SE方向に沖縄トラフを

横断する磁気基盤断面模式図を作成している(第11図).

これより磁気基盤構造は北西側より東海陸棚内で沈

降外縁部で隆起沖縄トラフ西翼で沈降沖縄トラフ

東翼で隆起となる.これらは陸棚内堆積盆･陸棚外

縁隆起帯･トラフ内向斜構造･トカラ火山列の地質構造

に対応するものと理解される.一方木村(1983)は

従来諸機関によって行われた音波探査及びドレッジポｰ

リング資料を総合解析して東海陸棚からフィリピン海

まで琉球弧を横断する地殻断面模式図を作成した(第

12図).面図に示されたのは磁性と音波速度という異

たった物性デｰタより求まる構造ではあるが4.4㎞よ

り速い層(先新第三系P)の分布の起状と磁気基盤深度

の分布とが概して整合性が高い.

7.まとめ

地質調査所が1982年以来南西諸島西方海域において

行っている空中磁気探査の概要と磁気異常分布の特徴に

ついて述べた.この結果以下のことが明らかにたっ
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第11図磁気基盤断面模式図.

各プロファイルの位置は,第4図参照
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東海陸棚陸棚外縁部
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第12図地殻断面模式図､〔木村(1983)による〕概念的に図の左側が北西方向を右側が南東方向を示す.

数字は音波速度(単位:km/sec)を示す.
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(1)南西諸島西方の東海陸棚から沖縄トラフにかけて

の海域においては磁気異常が大局的には探査海域の地

質構造の伸長方向に沿うようにNE-SWの方向性を有

し帯状に分布する･これらの磁気異常は分布形態の

特徴より長波長･低振幅の異常が卓越する東海陸棚内

の異常帯短一中波長･高振幅の異常が卓越する東海陸

棚外縁部付近の異常帯長波長･低振幅の異常が卓越す

る沖縄トラフ中軸部一画翼の異常帯及び短波長･高振幅

の異常が卓越して分布するトラフ中軸一東翼の異常帯に

分類できる.

(2)東海陸棚から陸棚外縁部にかけてNW-SE向

に磁気異常の断裂帯が複数認められた.これらの断裂

帯及びその前弧側への延長部と当該海域の浅発地震の震

源分布との関連が示唆される.
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中国の新彊で夫深度試錐始まる

地質相談所

1987年4月20目付の｢中国地質報｣は中国で掘進深度6,000

mの探掘りが始まったことを告げた.コラ半島で日々世界記

録を更新L続けている15,000m目標の超深度試錐については本

誌の第362号(1984年)ですでに紹介ずみであり我が国での大

深度試錐については加藤完･後藤進の両氏が本誌の第264号

(1976年)に始まる連載で解説されている.その記載にある

4,521mという当時の最大掘進深度を中国は破ることにたる.

現在まで日本で6,OOOm以深を目指した試錐は行われていたい.

上記のr中国地質報｣は次のように書いている.

r9,000皿電動石油井試錐機は4月5日に新彊ウィｰグル族

自治区で襲井を開始した.このE-300型電動試錐機は地質

鉱産部がアメリカから買入れた高性能の設備でジリコ:■整流

電力駆動装置と電子制御システムを備え自動化が進んだ試錐

機である.この試錐機はタリム盆地の雅克粒構造上の沙5

号井にセットされた.磐井の目的はこの構造を構成してい

る各地層の状況を把握L直接そのことによって同構造の石油

と天然ガスの埋蔵量を評価することにある.

この試錐機の構造は複雑で部品も膨大な数にのぼる.そ

のため石油地質労働老は輸送と組立てに非常に厳しい労働を

強いられどうにかその多くの困難を乗りきることができた.

この試錐機一式が試錐点に到着して直ぐ襲井の任務を負った

地質鉱産部華北石油地質局の6002襲井隊の熟練労働者たちは緊

張した組立て設置作業に入った.彼等はrうまく組立て

国のために栄誉を競おう｣というスロｰガンを掲げアメリカ

側技術者の指導を受けながら15日間で組立てを終わり櫓を立

て予定よりも早く磐井の基礎作りを終えた｣

その後の経過について1987年6月12目付の中国地質報はご

く簡単に次のようだ記事を載せた.

｢9000m試錐機は塔北沙第5号井の襲井を4月5日に開始し

て以来神速をもって掘進を続け5月21日すたわち僅か1

ケ月半で掘進深度3,300価に達した.この掘進深度は計画6,000

mの50,5%に相当する｣

中国で深深度試錐が実行されようとしていることを知ったの

は1986年4月21日付の中国地質報の次の記事からであった.

r地質鉱産都がアメリカから輸入LたE-3000型試錐機は

中国が輸入Lた最初の9,OOO血深井戸用試錐機である.この

試錐機のオｰトメｰション化の程度は高く工学的性能は優れ

掘進制御装置の操作はすべて電力によって制御できる.

地質鉱産部の華北石油地質局第5調査試錐大隊の技術者で編

成された検査･受領･管理･輸送の各担当班は現在すでに上

海に赴きこの試錐機を検収中である.それが終わり次第そ

の試錐機は新彊ウィｰグル族自治区に移送され中国西北地方

における万油調査のスピｰドを早めることになる｣

(文責:岸本文男)
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